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金
原

理

著
『

日
本
の
古
典
と
漢
文
学

和
歌
と
漢
文
学
・
類
書
・
太
宰
府
と
道
真
他

』

本
書
は
、
著
者
が
講
座
や
雑
誌
等
に
既
発
表
の
論
文
八
本
に
改
稿
・

加
筆
を
施
し
、
こ
れ
に
書
評
一
篇
を
加
え
、
次
の
よ
う
な
構
成
で
再
編

し
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ

王
朝
和
歌
と
漢
文
学

『

田
氏
家
集』

と｢

類
書｣

筑
紫
の
道
真

都
府
楼
の
瓦
色

隠
棲
の
詩
人

兼
明
親
王

Ⅱ

日
本
文
人
の
西
湖

林
逋
へ
の
憧
憬

蓮
花
寺
池
と
西
湖

石
野
雲
嶺
の
風
景

ハ
ー
ン
の｢

鮫
人
の
感
謝｣

の
背
景
を
め
ぐ
っ
て

Ⅲ

書
評古

田
島
洋
介
注
釈『�

外�

史
文
學
集』

第
十
二
・
十
三
巻

｢

漢
詩(

上
・
下)｣

(

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
〜
〇
一
年)

あ
と
が
き

Ⅰ
で
は
、
書
名
の
通
り
、
ま
ず
、
和
歌
の
部
立
や
表
現
と
漢
詩
と
の

密
接
な
係
わ
り
と
、
素
材
の
扱
い
や
発
想
に
お
け
る
両
者
の
径
庭
に
つ

い
て
考
証
し
、
更
に
、｢

類
書｣

を
通
じ
て
中
国
古
典
籍
の
表
現
を
享

受
し
、
自
ら
の
作
品
の
措
辞
の
中
に
定
着
さ
せ
て
い
く
平
安
朝
期
の
文

人
の
詩
作
方
法
に
つ
い
て
言
及
し
た
上
で
、
菅
原
道
真
お
よ
び
太
宰
府

で
の
漢
詩
文
化
の
広
が
り
、
そ
し
て
隠
棲
の
詩
人
、
兼
明
親
王
の
文
学

活
動
に
ま
で
目
を
向
け
る
。

こ
う
し
た
漢
文
学
の
世
界
は
近
年
に
至
る
ま
で
断
絶
す
る
こ
と
な
く
、

日
本
の
文
学
の
み
な
ら
ず
文
化
全
般
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
、
受

け
継
が
れ
た
。
Ⅱ
で
は
、
杭
州
市
に
あ
る
西
湖
を
切
り
口
と
し
て
、
そ

こ
か
ら
拡
が
る
漢
文
学
の
世
界
と
、
時
代
を
越
え
て
も
な
お
西
湖
に
魅

了
さ
れ
る
日
本
の
文
化
人
た
ち
の
姿
を
描
く
。
ま
た
、『

博
物
志』

や

『

蒙
求』

等
に
記
さ
れ
る
〈
鮫
人
〉
説
話
が
、
近
世
期
の
歌
学
書
や
噺

本
へ
、
更
に
は
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
や
谷
崎
潤
一
郎
へ
と
、
様
々

に
姿
を
変
え
て
伝
承
さ
れ
て
来
た
経
緯
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。

加
え
て
、
Ⅲ
に
、
森�

外
の
漢
詩
を
注
釈
し
た『�

外�

史
文
學
集』

第
十
二
・
十
三
巻
の
書
評
を
収
録
す
る
。
漢
詩
文
と
い
う
と
、
と
か
く

中
古
或
い
は
近
世
期
の
漢
詩
人
た
ち
を
想
起
し
が
ち
で
あ
る
が
、
夏
目

漱
石
の｢

木
屑
録｣

の
よ
う
に
、
近
代
文
学
の
場
に
お
い
て
も
漢
詩
文

の
影
響
は
色
濃
く
、�

外
の
作
品
理
解
に
対
し
て
も
な
お
一
層
の
漢
詩

文
に
対
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
著
者
は
指
摘
し
て
い
る
。

(

平
成
二
十
一
年
五
月

熊
本
出
版
文
化
会
館

Ａ
６
判

一
九
一
頁

一
、五
〇
〇
円)
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田
坂
憲
二

著

『
源
氏
物
語
享
受
史
論
考』

本
書
は
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
平
成
二
十
年
ま
で
の
約
三
十
年
の
間

に
発
表
さ
れ
た
、『
源
氏
物
語』

の
文
献
学
・
享
受
史
に
関
連
す
る
論

考
の
中
か
ら
二
十
二
編
を
選
び
出
し
、
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の

中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
第
二
章
か
ら
第
五
章
に
収
載
さ
れ
た
、

河
内
方
注
釈
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
。

序
章

本
書
の
構
成
と
研
究
史
概
観

第
一
章

『

源
氏
釈』

第
二
章

河
内
学
派
の
研
究

第
三
章

『

水
原
抄』

第
四
章

『

紫
明
抄』

第
五
章

『

原
中
最
秘
抄』

第
六
章

梗
概
本
・
抜
書
本

第
七
章

本
文
の
伝
来
と
表
現

初
出
一
覧

索
引

あ
と
が
き

第
一
章
に
は
、『

源
氏
物
語』

最
初
の
注
釈
書
と
さ
れ
る『

源
氏
釈』

、

第
二
章
か
ら
第
五
章
に
は
、『

水
原
抄』

『

紫
明
抄』

『

原
中
最
秘
抄』

を
中
心
と
し
た
河
内
方
の
注
釈
、
第
六
章
に
は
、『

源
氏
大
鏡』

を
中

心
と
し
た
梗
概
書
や
源
氏
歌
集
の
展
開
、
第
七
章
に
は
、
大
島
本
を
中

心
と
し
た『

源
氏
物
語』

本
文
の
伝
来
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
収
載
す

る
。｢

初
出
一
覧｣

で
は
、
本
書
未
収
録
と
な
っ
た
、
十
七
の
関
連
論

文
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。『

源
氏
物
語』

享
受
の
歴
史
を
学
ぶ
の
に

も
、『

源
氏
物
語』

注
釈
の
研
究
史
を
学
ぶ
の
に
も
、
本
書
は
必
読
の

一
冊
と
言
え
よ
う
。

(

平
成
二
十
一
年
十
月

風
間
書
房

Ａ
５
判

五
九
七
頁

一
四
、〇
〇
〇
円)

工
藤
重
矩

著

『

源
氏
物
語
の
婚
姻
と
和
歌
解
釈』

本
書
は
平
安
時
代
の
婚
姻
制
度
、『

源
氏
物
語』

の
和
歌
解
釈
、
紫

式
部
集
の
解
釈
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
目
次
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

Ⅰ

平
安
朝
文
学
と
婚
姻
制
度

第
一
章

源
氏
物
語
の｢

幸
ひ｣

｢

幸
ひ
人｣

を
め
ぐ
っ
て

幸

運
を
世
間
に
う
ら
や
ま
れ
た
女
性
た
ち

第
二
章

紫
の
上
に
対
す
る
呼
称

｢

対
の
上｣

の
用
法
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第
三
章

髭
黒
大
将
の
離
婚
と
再
婚

式
部
卿
宮
娘
と
玉
鬘

第
四
章

平
安
朝
貴
族
の
結
婚
と
源
氏
物
語

物
語
と
歴
史
の

間

第
五
章

平
安
時
代
の
倫
理
・
道
徳
と
源
氏
物
語

再
婚
を
め
ぐ
っ

て

第
六
章

師
輔
集
の
中
の
婚
姻

内
親
王
と
の
交
渉
を
め
ぐ
っ

て

第
七
章

蜻
蛉
日
記｢
さ
ひ
は
ひ
あ
る
人
の
た
め
に
は｣

の
解
釈

道
綱
母
に
お
け
る
幸
運
と
不
運
の
意
識

第
八
章

蜻
蛉
日
記
天
禄
二
年
条
本
文
改
訂
試
案

｢

三
夜｣

｢

十
夜｣

の
解
釈
を
離
れ
て

第
九
章

婚
姻
制
度
と
文
学

そ
の
後
の
研
究
の
現
状
と
問
題

点

Ⅱ

源
氏
物
語
の
和
歌
解
釈

第
一
章

夕
顔
巻｢

心
あ
て
に｣

｢

寄
り
て
こ
そ｣

の
和
歌
解
釈

語
義
と
和
歌
構
文

第
二
章

夕
顔
巻｢

心
あ
て
に｣

の
和
歌
解
釈
再
論

｢

そ
れ｣

が
指
す
も
の

第
三
章

夕
顔
巻｢

花
に
心
を
と
め
ぬ
と
ぞ
見
る｣

の
和
歌
解
釈

打
消
と
完
了
の｢

ぬ｣

第
四
章

紅
葉
賀
巻｢

袖
ぬ
る
る｣

の
和
歌
解
釈

文
法
と
和
歌

構
文

第
五
章

真
木
柱
巻
と
若
菜
上
巻
の｢

深
山
木
に｣

の
和
歌
解
釈

比
喩
を
め
ぐ
っ
て

第
六
章

鈴
虫
巻｢

わ
が
宿
か
ら
の｣

の
和
歌
解
釈

弁
解
の
表

現

第
七
章

源
氏
物
語
の
和
歌
に
お
け
る｢

両
義
的｣

解
釈
を
め
ぐ
っ

て

第
八
章

試
み
が
て
ら
逢
ひ
見
ね
ば

蜻
蛉
日
記
と
源
氏
物
語
の

引
歌
一
首

Ⅲ

紫
式
部
集
注
解

第
一
章

宣
孝
関
係
と
さ
れ
る
歌
の
再
検
討

第
二
章

紫
式
部
集
注
釈
不
審
の
条
々

初
出
一
覧

索
引

あ
と
が
き

｢

Ⅰ

平
安
朝
文
学
と
婚
姻
制
度｣

で
は
、
平
安
時
代
の
婚
姻
制
度

に
お
け
る
従
来
の
通
説
で
あ
っ
た｢

一
夫
多
妻
制｣

の
立
場
で
は
な
く
、

｢
一
夫
一
妻
制｣

の
立
場
の
元
で『

源
氏
物
語』

や『

蜻
蛉
日
記』

な

ど
の
文
学
作
品
に
お
け
る
婚
姻
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

(

平
成
二
十
一
年
十
月

風
間
書
房

Ａ
５
版

四
一
六
頁

一
二
、〇
〇
〇
円)
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